
JP 2017-60812 A 2017.3.30

(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】ゴルフクラブヘッドの溝およびゴルフクラブヘ
ッドの溝を製造する方法を提供する。
【解決手段】打球面１１２は、全体的に溝１２０として
示される１つまたは複数の溝、および１つまたは複数の
ランド部分を含む。たとえば、打球面は、全体的に１２
の溝を有して示される。２つの隣接する溝は、ランド部
分によって分離され得る。各溝と隣接する溝の間のラン
ド部分は、別の対の隣接し合う溝の間のランド部分と同
じ幅を有するか、またはそれとは異なる幅を有すること
ができる。ランド部分は、打球面の上面を画成すること
もできる。一般に、２つ以上の溝を互いに平行とするこ
とができる。たとえば、溝１２２および１２４は、互い
に平行とすることができる。しかし、溝は、任意に互い
に対して配向されてよい。１つまたは複数の溝は、実質
的に直線であり、隣接する溝に概して平行であり、パタ
ーフェースのトゥ端部１８０とヒール端部１９０の間に
延在する。
【選択図】図２



(2) JP 2017-60812 A 2017.3.30

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ゴルフクラブヘッドであって、
　トゥ端部、ヒール端部、上部レール及びソールによって画成されるクラブフェースと、
　前記上部レールと前記ソールの間の前記クラブフェース上に設けられている複数の溝で
あって、前記溝のそれぞれが前記トゥ端部と前記ヒール端部の間を延在する、複数の溝と
、を備え、
　前記溝の深さが、前記上部レールと前記ソールの間に延在する方向及び前記ヒール端部
と前記トゥ端部の間に延在する方向において変わる、ゴルフクラブヘッド。
【請求項２】
　前記溝の深さが、前記ソールから前記上部レールに向かう方向において増加する、請求
項１に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項３】
　前記溝の深さが、前記上部レールから前記ソールに向かう方向において増加する、請求
項１に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項４】
　前記上部レールと前記クラブフェース上の位置の間の前記溝の深さが、前記上部レール
から前記クラブフェース上の前記位置に向かう方向において増加し、
　前記ソールと前記クラブフェース上の前記位置の間の前記溝の深さが、前記ソールから
前記クラブフェース上の前記位置に向かう方向において増加する、請求項１に記載のゴル
フクラブヘッド。
【請求項５】
　少なくとも１つの前記溝の最深部は、前記溝の概ね平面である底面によって画成される
、請求項１に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項６】
　前記上部レールから前記ソールに向けて伸びる断面における前記溝の断面形状又は前記
ヒール端部から前記トゥ端部に向けて伸びる断面における前記溝の断面形状の少なくとも
１つが、前記上部レールと前記ソールの間で変わる、請求項１に記載のゴルフクラブヘッ
ド。
【請求項７】
　前記フェースの概ね中心部と前記ソールの間に位置する前記溝は、前記中心部と前記上
部レールの間に位置する前記溝よりも深い、請求項１に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項８】
　前記フェースの概ね中心部と前記上部レールの間に位置する前記溝は、前記中心部と前
記ソールの間に位置する前記溝よりも深い、請求項１に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項９】
　前記クラブフェースに取り付けられる別個のフェース部分をさらに備え、
　前記溝は、前記フェース部分に位置する、請求項１に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項１０】
　ゴルフクラブヘッドであって、
　トゥ端部、ヒール端部、上部レール及びソールによって画成されるクラブフェースと、
　前記クラブフェース上に設けられている複数の溝と、を備え、
　前記溝のそれぞれは、ヒール端部の付近にあって前記トゥ端部に向けて延在するヒール
部分と、トゥ端部の付近にあって前記ヒール端部に向けて延在するトゥ部分と、前記ヒー
ル部分と前記トゥ部分の間を延在しているとともに前記溝の最深部を含む中央部分と、を
有しており、
　前記中央部分と前記ヒール部分の間の前記溝のそれぞれの深さの変化は、前記中央部分
に沿った前記溝の深さの変化よりも大きく、
　前記中央部分と前記トゥ部分の間の前記溝のそれぞれの深さの変化は、前記中央部分に
沿った前記溝の深さの変化よりも大きく、



(3) JP 2017-60812 A 2017.3.30

10

20

30

40

50

　前記複数の溝の前記中央部分の長さ又は深さの少なくとも１つは、前記上部レールと前
記ソールの間で変わる、ゴルフクラブヘッド。
【請求項１１】
　前記中央部分の長さ又は深さの少なくとも１つは、前記ソールから前記上部レールに向
かう方向において増加する、請求項１０に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項１２】
　前記中央部分の長さ又は深さの少なくとも１つは、前記上部レールから前記ソールに向
かう方向において増加する、請求項１０に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項１３】
　前記上部レールと前記クラブフェース上の位置の間の前記中央部分の長さ又は深さの少
なくとも１つは、前記上部レールから前記クラブフェース上の前記位置に向かう方向にお
いて増加し、
　前記ソールと前記クラブフェース上の前記位置の間の前記中央部分の長さ又は深さの少
なくとも１つは、前記ソールから前記クラブフェース上の前記位置に向かう方向において
増加する、請求項１０に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項１４】
　前記上部レールから前記ソールに向けて伸びる断面における前記溝の断面形状又は前記
ヒール端部から前記トゥ端部に向けて伸びる断面における前記溝の断面形状の少なくとも
１つが、前記上部レールと前記ソールの間で変わる、請求項１０に記載のゴルフクラブヘ
ッド。
【請求項１５】
　前記フェースの概ね中心部と前記ソールの間に位置する前記溝は、前記中心部と前記上
部レールの間に位置する前記溝よりも概ね深い、請求項１０に記載のゴルフクラブヘッド
。
【請求項１６】
　前記フェースの概ね中心部と前記上部レールの間に位置する前記溝は、前記中心部と前
記ソールの間に位置する前記溝よりも概ね深い、請求項１０に記載のゴルフクラブヘッド
。
【請求項１７】
　前記クラブフェースに取り付けられる別個のフェース部分をさらに備え、
　前記溝は、前記フェース部分に位置する、請求項１０に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項１８】
　ゴルフクラブヘッドを製造する方法であって、
　トゥ端部、ヒール端部、上部レール及びソールによって画成されるクラブフェースを形
成する工程と、
　前記上部レールと前記ソールの間の前記クラブフェース上に複数の溝を形成する工程で
あって、それによって溝のそれぞれが前記トゥ端部と前記ヒール端部の間に延在し、前記
溝の深さが前記上部レールと前記ソールの間に延在する方向及び前記ヒール端部と前記ト
ゥ端部の間に延在する方向において変わる、工程と、を備える、方法。
【請求項１９】
　前記クラブフェース上に前記複数の溝を形成する工程は、前記ソールから前記上部レー
ルに向かう方向において前記溝の深さが増加するように、前記複数の溝を形成することを
有する、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記クラブフェース上に前記複数の溝を形成する工程は、前記上部レールから前記ソー
ルに向かう方向において前記溝の深さが増加するように、前記複数の溝を形成することを
有する、請求項１８に記載の方法。
【請求項２１】
　前記クラブフェース上に前記複数の溝を形成する工程は、前記上部レールと前記クラブ
フェース上の位置の間の前記溝の深さが前記上部レールから前記クラブフェース上の前記
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位置に向かう方向において増加し、前記ソールと前記クラブフェース上の前記位置の間の
前記溝の深さが前記ソールから前記クラブフェース上の前記位置に向かう方向において増
加するように、前記複数の溝を形成することを有する、請求項１８に記載の方法。
【請求項２２】
　前記クラブフェース上に前記複数の溝を形成する工程は、少なくとも１つの前記溝の最
深部が前記溝の概ね平面である底面によって画成されるように、前記複数の溝を形成する
ことを有する、請求項１８に記載の方法。
【請求項２３】
　前記クラブフェース上に前記複数の溝を形成する工程は、前記上部レールから前記ソー
ルに向けて伸びる断面における前記溝の断面形状又は前記ヒール端部から前記トゥ端部に
向けて伸びる断面における前記溝の断面形状の少なくとも１つが前記上部レールと前記ソ
ールの間で変わるように、前記複数の溝を形成することを有する、請求項１８に記載の方
法。
【請求項２４】
　前記クラブフェース上に前記複数の溝を形成する工程は、前記フェースの概ね中心部と
前記ソールの間に位置する前記溝が前記中心部と前記上部レールの間に位置する前記溝よ
りも深くなるように、前記複数の溝を形成することを有する、請求項１８に記載の方法。
【請求項２５】
　前記クラブフェース上に前記複数の溝を形成する工程は、前記フェースの概ね中心部と
前記上部レールの間に位置する前記溝が前記中心部と前記ソールの間に位置する前記溝よ
りも深くなるように、前記複数の溝を形成することを有する、請求項１８に記載の方法。
【請求項２６】
　別個のフェース部分を形成する工程と前記フェース部分を前記クラブフェースに取り付
ける工程と、をさらに備え、
　前記クラブフェース上に前記複数の溝を形成する工程は、前記フェース部分に前記複数
の溝を形成することを有する、請求項１８に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は一般にゴルフ用具に関し、より詳細にはゴルフクラブヘッドの溝およびゴルフ
クラブヘッドの溝を製造する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、ゴルフクラブヘッドは、トゥ端部とヒール端部の間に延在する複数の平行な溝
を有するクラブフェースを含み得る。特に、アイアン・タイプのクラブヘッドの複数の溝
は、ゴルフ・ボールとクラブフェースの間の水、砂、芝、および／またはその他の細片を
排除することができる。ゴルフクラブフェースは、方形または箱形の溝、Ｖ字形の溝、ま
たはＵ字形の溝などの様々な形状を備える溝を有することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００３】
【図１】１つの例によるパターを示す。
【図２】１つの例によるパターの打球面の概略図を示す。
【図３】１つの例によるパターの打球面の概略図を示す。
【図４】図３の打球面の溝の概略上面図を示す。
【図５】図３の断面５－５での図４の溝の水平断面図（ｃｒｏｓｓ－ｓｅｃｔｉｏｎａｌ
　ｄｉａｇｒａｍ）を示す。
【図６】図３の打球面の別の溝の水平断面図を示す。
【図７】図３の打球面の別の溝の水平断面図を示す。
【図８】１つの例によるパターの打球面の概略図を示す。
【図９】図８の打球面の溝の概略上面図を示す。
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【図１０】図８の断面１０－１０での図９の溝の水平断面図を示す。
【図１１】図８の打球面の別の溝の水平断面図を示す。
【図１２】図８の打球面の別の溝の水平断面図を示す。
【図１３】１つの例によるパターの打球面の概略図を示す。
【図１４】図１３の打球面の溝の概略上面図を示す。
【図１５】図１３の断面１５－１５での図１４の溝の水平断面図を示す。
【図１６】図１３の打球面の別の溝の水平断面図を示す。
【図１７】図１３の打球面の別の溝の水平断面図を示す。
【図１８】１つの例によるパターの打球面の概略図を示す。
【図１９】図１８の打球面の溝の概略上面図を示す。
【図２０】図１８の断面２０－２０での図１９の溝の水平断面図を示す。
【図２１】図１８の打球面の別の溝の水平断面図を示す。
【図２２】図１８の打球面の別の溝の水平断面図を示す。
【図２３】１つの例によるパターの打球面の概略図を示す。
【図２４】図２３の断面２４－２４での図２３の打球面の溝の垂直断面の様々な例を示す
。
【図２５】図２３の断面２４－２４での図２３の打球面の溝の垂直断面の様々な例を示す
。
【図２６】図２３の断面２４－２４での図２３の打球面の溝の垂直断面の様々な例を示す
。
【図２７】１つの例によるパターの打球面の概略図を示す。
【図２８】１つの例によるパターの打球面の概略図を示す。
【図２９】パターの打球面の溝の例示の水平断面の概略図を示す。
【図３０】パターの打球面の溝の例示の水平断面の概略図を示す。
【図３１】パターの打球面の溝の例示の水平断面の概略図を示す。
【図３２】パターの打球面の溝の例示の水平断面の概略図を示す。
【図３３】パターの打球面の溝の例示の水平断面の概略図を示す。
【図３４】パターの打球面の溝の例示の水平断面の概略図を示す。
【図３５】パターの打球面の溝の例示の水平断面の概略図を示す。
【図３６】パターの打球面の溝の例示の水平断面の概略図を示す。
【図３７】パターの打球面の溝の例示の水平断面の概略図を示す。
【図３８】パターの打球面の例示の溝の概略上面図を示す。
【図３９】パターの打球面の例示の溝の概略上面図を示す。
【図４０】パターの打球面の例示の溝の概略上面図を示す。
【図４１】パターの打球面の例示の溝の概略上面図を示す。
【図４２】パターの打球面の例示の溝の概略上面図を示す。
【図４３】パターの打球面の例示の溝の概略上面図を示す。
【図４４】パターの打球面の例示の溝の概略上面図を示す。
【図４５】パターの打球面の例示の溝の概略上面図を示す。
【図４６】１つの例によるパターの打球面の概略図を示す。
【図４７】１つの例によるパターの打球面の概略図を示す。
【図４８】１つの例によるパターの溝の水平断面図（ｃｒｏｓｓ－ｓｅｃｔｉｏｎａｌ　
ｖｉｅｗ）である。
【図４９】１つの例によるパターの垂直略断面図を示す。
【図５０】１つの例によるパターの垂直略断面図を示す。
【図５１】別の例によるパターフェースを示す。
【図５２】別の例によるパターフェースを示す。
【図５３】１つの例によるゴルフ・クラブを製造する方法を示す。
【発明を実施するための形態】
【０００４】
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　一般に、ゴルフクラブヘッドの溝およびゴルフクラブヘッドの溝を製造する方法が本明
細書に開示される。本明細書に記載された製造の方法、装置、および／または製品に関連
するゴルフ用具は、いかなる特定の時にも、ゴルフの規則に準拠するものでも準拠しない
ものでもよい。さらに、本明細書に提示された図は、例示のためのものであり、１つまた
は複数の図は原寸に比例して示されていないことがある。本明細書に記載された製造の装
置、方法、および製品は、この点において限定されるものではない。
【０００５】
　図１の例では、パター１００が示されている。本明細書ではパター１００の溝について
述べるが、本明細書に記載された製造の装置、方法、および製品はその他のタイプのクラ
ブヘッド（たとえば、ドライバー・タイプのクラブヘッド、フェアウェイウッド・タイプ
のクラブヘッド、ハイブリッド・タイプのクラブヘッド、アイアン・タイプのクラブヘッ
ドなど）に適用可能であり得る。たとえば、アイアン・タイプのクラブヘッドの溝が、２
００９年８月５日に出願の米国特許出願公開第２０１０／００３５７０２号に詳細に記載
され、その開示の全体が参照によって明確に組み込まれる。したがって、本明細書におい
てパターに言及することがあればそれは、任意のタイプのゴルフ・クラブを含み得る。
【０００６】
　パター１００はパターフェース１１０を有するパターヘッド１０２を含む。パターフェ
ース１１０は、概して平面であってよい。パターフェース１１０は打球面１１２を含み、
打球面１１２はパターフェース１１０と概して同じ平面上にあってもよいし、パターフェ
ース１１０からわずかに外側に突出していてもよい。打球面１１２は、パターフェース１
１０と同じ大きさであっても、（図１に示されるように）それより小さくてもよい。打球
面１１２は、一般にゴルフ・ボール（図示せず）を打撃するために使用されるパターフェ
ース１１０上の領域とすることができる。しかし、個人は、打球面１１２の外側のパター
フェース１１０の区域で球を打撃することもできる。
【０００７】
　打球面１１２は、パターフェース１１０の連続した、または一体の部分であってもよい
し、パターフェース１１０に取り付けられたインサートとして形成されてもよい。そのよ
うなインサートは、パターフェース１１０と同じ材料で、または異なる材料で構成するこ
とができ、次いでパターフェース１１０に取り付けられ得る。打球面１１２は、全体的に
溝１２０として示される１つまたは複数の溝、および１つまたは複数のランド部分１７０
を含むことができる。たとえば、打球面１１２は、全体的に１２２、１２４、１２６、１
２８、１３０、１３２、１３４、１３６、１３８、１４０、１４２、および１４４として
示される１２の溝を有して示される。溝１２０は、１２０などの単一の参照番号によって
全体的に参照され得る。しかし、打球面１１２上の溝のうちの１つを特定して述べる場合
に、その特定の溝に対する参照番号が使用され得る。
【０００８】
　２つの隣接する溝は、ランド部分１７０によって分離され得る。各溝１２０と隣接する
溝１２０の間のランド部分１７０は、別の対の隣接し合う溝１２０の間のランド部分１７
０と同じ幅を有するか、またはそれとは異なる幅を有することができる。ランド部分１７
０は、打球面１１２の上面を画成することもできる。一般に、２つ以上の溝１２０を互い
に平行とすることができる。たとえば、溝１２２および１２４は、互いに平行とすること
ができる。しかし、溝１２０は、任意に互いに対して配向されてよい。たとえば、任意の
溝１２０が対角に、垂直に、および／または水平に配向されてもよい。図２の例に示され
るように、１つまたは複数の溝１２０は、実質的に直線であり、隣接する溝１２０に概し
て平行であり、パターフェース１１０のトゥ端部１８０とヒール端部１９０の間に延在す
ることができる。
【０００９】
　下記に詳細に述べるように、溝１２０の深さ、長さ、幅、水平断面形状、および／また
は垂直断面形状は、直線的に、非直線的に、規則的なまたは非規則的な段階的な間隔で、
弓状に、および／または１つもしくは複数の幾何学的な形状に従って、トゥ端部１８０か
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らヒール端部１９０にかけて、および／またはパターヘッド１０２の上部レール１８２か
らソール１９２にかけて増加、減少、および／または変化し得る。本明細書に記載された
製造の装置、方法、および製品は、この点において限定されるものではない。
【００１０】
　図２を参照すると、打球面１１２は溝１２２～１４４を有して示される。打球面１１２
は、パターフェース１１０と共に製造されるなどパターフェース１１０の一体の部分とす
ることができる。あるいは、打球面１１２は、パターフェース１１０に取り付けられたイ
ンサートであってもよい。各溝１２０は、トゥ端部１８０からヒール端部１９０にかけて
延在して、対応する長さ１９３を画成することができる（溝１４４の長さ１９３のみが図
２に示される）。溝１２０の一部または全ての長さ１９３は、上部レール１８２からソー
ル１９２にかけての方向で変わり、それによって各溝１２０は、打球面１１２の周縁部の
形状とほぼ一致し得る。たとえば、溝の長さが上部レール１８２の付近から打球面１１２
の中心１８４にかけて増加し、中心１８４からソール１９２の付近にかけて減少すること
ができる。中心１８４は、打球面１１２の幾何学的な中心とすることができる。あるいは
、中心１８４は、打球面１１２の慣性または重量に関係した中心を表わしてもよい。しか
し、一般に、中心１８４は、典型的には打球面１１２の球を打撃する領域によって画成さ
れてもよい。図１に示すように、溝１２０の長さ１９３は同様とすることができる。図２
に示す例などのその他の例では、溝の長さ１９３は、上部レール１８２付近から中心１８
４にかけて減少し、ソール１９２から中心１８４にかけて減少することができる。したが
って、打球面１１２上に配置されたどの溝の長さも、開示の範囲内にある。
【００１１】
　図３に示す別の例では、打球面２１２が溝２２０を含むことができる（溝２２２～２４
４として具体的に示される）。打球面２１２は、パターフェース１１０の一体の部分であ
るか、またはパターフェース１１０に取り付けられた別個の部片とすることができる。し
たがって、打球面２１２を述べる場合、パター１００およびパターヘッド１０２の部分は
、上記に述べた同じ参照番号によって参照される。
【００１２】
　図４は、溝２３２の概略図を示し、図５は図３の断面線５－５での溝２３２の水平断面
を示す。溝２３２は、垂直の境界線によって図３および図４に視覚的に画成される領域２
７１～２７５として全体的に示される、水平に広がる領域に分割されて示される。水平領
域２７１～２７５は、トゥ端部１８０の付近からヒール端部１９０の付近にかけておよび
／または上部レール１８２の付近からソール１９２の付近にかけての溝２３２の水平断面
プロファイルでの変化を画成することができる。溝の水平断面プロファイルは、溝のある
区域の長さ、深さ、幅、断面形状、および／または構造材料などの溝の長さ２９３に沿っ
た溝の任意の特性を指し示すことができる。図３～図７の例では、溝２２０は、溝２２０
の長さ２９３を画成する第１の垂直壁２５０および第２の垂直壁２５２を含む。各溝２２
０は、溝２２０の深さを画成する底面２５４を有する。各溝の深さは、領域２７１～２７
５の溝２２０の断面プロファイルに従って第１の壁２５０から第２の壁２５２にかけて変
わることができる。各溝２２０は、溝２２０の垂直の境界を画成する第１の水平壁２５６
および第２の水平壁２５８も含む。第１の水平壁２５６と第２の水平壁２５８の間の距離
は溝２２０の幅２８０を画成する。幅２８０は、図３８～図４５の例に示されるように第
１の垂直壁２５０から第２の垂直壁２５２にかけて変わることができ、溝は長さ５９０、
第１の幅５９４、第２の幅５９５、および／または第３の幅５９６を有することができる
。しかし、図３～図７の例では、第１の水平壁２５６および第２の水平壁２５８は、概ね
平行であり、概ね一定の幅２８０を画成する。
【００１３】
　図５を参照すると、領域２７１の底面２５４は、領域２７１と領域２７２の間の境界で
第１の深さ２８２を画成するために下方に傾斜、または湾曲している。領域２７２の底面
２５４は、領域２７２と領域２７３の間の境界で第１の深さ２８２から第２の深さ２８４
にかけてより急勾配で下方に湾曲して移行する。底面２５４が領域２７３で平坦であれば
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、第２の深さ２８４は概して溝２３２の最大深さを画成することができる。しかし底面２
５４が平坦でなければ、溝２３２の最大深さは領域２７３の別の部分で画成され得る。溝
２２０のうちのいずれもが、垂直軸ｙを中心に対称とすることができる。したがって、ｙ
軸の各側の溝２２０の形状は、ｙ軸のもう一方の側の溝２３２の形状の鏡像となることが
できる。しかし、溝２２０のいずれもが、非対称であってもよい。領域２７１および２７
５は溝２３２の浅い部分を画成し、領域２７３は溝２３２のより深い中央部分を画成する
。溝２２０の任意の最も深い部分は溝２２０の中心にあることができる。領域２７２およ
び２７４は、底面２５４の深さ２８２から深さ２８４にかけての移行を容易にする。
【００１４】
　図３および図５を参照すると、各溝２２０の全体的な断面プロファイルが上部レール１
８２からソール１９０にかけて依然として概ね同様であり得る。しかし、各溝２２０の領
域２７１～２７５の長さ、幅、および／または深さを含む断面プロファイルは、上部レー
ル１８２からソール１９２にかけて漸進的に変わってもよい。図６および図７では、溝２
３８および２４４の水平断面がそれぞれ示される。たとえば、溝２３８の領域２７１～２
７５は、溝２３２の領域２７１～２７５よりもそれぞれ長さが短くなっている。同様に、
溝２４４の領域２７１～２７５は、溝２３８の領域２７１～２７５よりもそれぞれ長さが
短くなっている。別の例では、溝２３８の領域２７１～２７５は、溝２３２の領域２７１
～２７５よりもそれぞれ深さが小さくなり得る。同様に、溝２４４の領域２７１～２７５
は、溝２３８の領域２７１～２７５よりもそれぞれ深さが小さくなり得る。
【００１５】
　上部レール１８２から打球面２１２のほぼ中心にかけて溝２２２～２３２の領域２７１
～２７５の長さ、深さ、および／または幅が漸進的に増加すること、および打球面２１２
のほぼ中心からソール１９２にかけて溝２３２～２４４の領域２７１～２７５の大きさが
減少することにより、中央の打撃ゾーン２６０（図３に示される）が形成され、それはア
ドレス位置で個人が見た場合にゴルフ・ボールの形状に似ていることができる。ゴルフ・
ボールをおおよそ視覚的に表示することは、個人が打球面２１２をボールと整列させるの
を助長することができる。溝２２０の最も深い部分を画成する領域２７３は、打球面２１
２の中心で長さがより長く、上部レール１８２およびソール１９２に向かって長さが漸進
的に減少してもよい。同様に、移行領域２７２および２７４は、打球面２１２の中央で最
大の長さを有し、上部レール１８２およびソール１９２に向かって長さが漸進的に減少し
てもよい。領域２７１～２７５の長さは打球面２１２上の溝２２０の位置に応じて変わる
ことができるが、各溝２２０の同様の領域の深さは同様であるか、または異なり得る。た
とえば、溝２３２の最大深さは、溝２４４の最大深さと同様であってもよい。あるいは、
溝２２２～２４４の深さは、溝２２０の打球面２１２に対する位置に基づいて変わること
ができる。あるいは、溝２２２～２４４の深さは、上部レール１８２からソールにかけて
任意に変わってもよい。上記の例は特定の数の水平領域を説明し得るが、本明細書に記載
された製造の装置、方法、および製品はより多くの、またはより少ない水平領域を含んで
いてもよい。
【００１６】
　図８に示す別の例では、打球面３１２が溝３２０を含む（溝３２２～３４４として具体
的に示される）。打球面３１２は、パターフェース１１０の一体の部分であるか、または
パターフェース１１０に取り付けられた別個の部片とすることができる。したがって、打
球面３１２を述べる場合、パター１００およびパターヘッド１０２の部分は、上記に述べ
た同じ参照番号によって参照される。
【００１７】
　図９は、溝３３２の概略図を示し、図１０は図８の断面線１０－１０での溝３３２の水
平断面を示す。溝３３２は、垂直の境界線によって図８および図９に視覚的に画成される
、水平に広がる領域３７１～３７５に分割されて示される。水平領域３７１～３７５は、
トゥ端部１８０の付近からヒール端部１９０の付近にかけて、および／または上部レール
１８２の付近からソール１９２の付近にかけての溝３３２の水平断面プロファイルでの変



(9) JP 2017-60812 A 2017.3.30

10

20

30

40

50

化を画成することができる。溝の水平断面プロファイルは、溝のある区域の長さ、深さ、
幅、断面形状、および／または構造材料などの溝の長さ３９３に沿った溝の任意の特性を
指し示すことができる。図８～図１２の例では、溝３２０は、溝３２０の長さ３９３を画
成する第１の垂直壁３５０および第２の垂直壁３５２を含む。各溝３２０は、溝３２０の
深さを画成する底面３５４を有する。各溝の深さは、領域３７１～３７５の溝３２０の断
面プロファイルに従って第１の壁３５０から第２の壁３５２にかけて変わることができる
。各溝３２０は、溝３２０の垂直の境界を画成する第１の水平壁３５６および第２の水平
壁３５８も含む。第１の水平壁３５６と第２の水平壁３５８の間の距離は溝３２０の幅３
８０を画成する。幅３８０は、図３８～図４５の例に示されるように第１の垂直壁３５０
から第２の垂直壁３５２にかけて変わることができる。しかし、図８～図１２の例では、
第１の水平壁２５６および第２の水平壁２５８は、概ね平行であり、概ね一定の幅３８０
を画成する。
【００１８】
　図１０を参照すると、領域３７１の底面３５４は、領域３７１と領域３７２の間の境界
で第１の深さ３８２を画成するために概して平坦および／またはわずかに傾斜し得る。領
域３７２の底面３５４は、領域３７２と領域３７３の間の境界で第１の深さ３８２から第
２の深さ３８４にかけて下方への段差によって移行する。領域３７２の底面３５４は、概
して平坦および／またはわずかに傾斜し、それによって溝３２０が領域３７２で概して均
一の深さ３８４を有し得る。領域３７２の底面３５４は、第２の深さ３８４から第３の深
さ３８６にかけて下方への段差によって移行する。領域３７３の底面３５４は、概して平
坦またはわずかに傾斜し、それによって溝３２０が領域３７３で概して均一の深さ３８６
を有する。溝３２０のうちのいずれも、垂直軸ｙを中心に対称とすることができる。した
がって、ｙ軸の各側の溝３２０の形状は、ｙ軸のもう一方の側の溝３２０の形状の鏡像と
なる。しかし、溝３２０のいずれもが、非対称であってもよい。深さ３８６は、溝３２０
の最大深さを表す。
【００１９】
　図１０～図１２を参照すると、溝３２０の全体的な断面プロファイルが上部レール１８
２からソール１９０にかけて依然として概ね同様であり得る。しかし、各溝３２０の領域
３７１～３７５の長さ、幅、および／または深さを含む断面プロファイルは、上部レール
１８２からソール１９２にかけて漸進的に変わってもよい。図１１および図１２では、溝
３３８および３４４の水平断面がそれぞれ示される。たとえば、溝３３８の領域３７１～
３７５は、溝３３２の領域３７１～３７５よりもそれぞれ長さが短くなっている。同様に
、溝３４４の領域３７１～３７５は、溝３３８の領域３７１～３７５よりもそれぞれ長さ
が短くなっている。別の例では、溝３３８の領域３７１～３７５は、溝３３２の領域３７
１～３７５よりもそれぞれ深さが小さくなり得る。同様に、溝３４４の領域３７１～２７
５は、溝３３８の領域３７１～３７５よりもそれぞれ深さが小さくなり得る。
【００２０】
　上部レール１８２から打球面３１２の中心にかけて溝３２２～３３２の領域３７１～３
７５の長さ、深さ、および／または幅が漸進的に増加すること、および／または打球面３
１２の中心からソール１９２にかけて溝３３２～３４４の領域３７１～３７５の大きさが
減少することにより、中央の打撃ゾーン３６０（図８に示される）が形成され、それはア
ドレス位置で個人が見た場合にゴルフ・ボールの形状に不連続に似ていることができる。
ゴルフ・ボールをおおよそ視覚的に表示することは、個人が打球面３１２をボールと整列
させるのを助長することができる。溝３６０の最も深い部分を画成する領域３７３は、打
球面３１２の中心で長さがより長く、上部レール１８２およびソール１９２に向かって長
さが漸進的に減少してもよい。同様に、移行領域３７２および３７４は、打球面３１２の
中央で最大の長さを有し、上部レール１８２およびソール１９２に向かって長さが漸進的
に減少してもよい。領域３７１～３７５の長さは打球面３１２上の溝３２０の位置に応じ
て変わるが、各溝３２０の同様の領域の深さは同様であるか、または異なり得る。たとえ
ば、溝３４４の最大深さは、溝３３２の最大深さと同様であってもよい。あるいは、溝３
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２２～３４４の深さは、溝３２０の打球面３１２上の位置に基づいて変わってもよい。あ
るいは、溝３２２～３４４の深さは、上部レール１８２からソールにかけて任意に変わっ
てもよい。上記の例は特定の数の水平領域を説明し得るが、本明細書に記載された製造の
装置、方法、および製品はより多くの、またはより少ない水平領域を含んでいてもよい。
【００２１】
　図１３に示す別の例では、打球面４１２が溝４２０を含む（溝４２２～４４４として具
体的に示される）。打球面４１２は、パターフェース１１０の一体の部分であるか、また
はパターフェース１１０に取り付けられた別個の部片とすることができる。したがって、
打球面４１２を述べる場合、パター１００およびパターヘッド１０２の部分は、上記に述
べた同じ参照番号によって参照される。
【００２２】
　図１４は、溝４３２の概略図を示し、図１５は図１３の断面線１５－５での溝４３２の
水平断面を示す。溝４３２は、溝４３２の境界線および溝４３２の中心の垂直線によって
図１３および図１４に視覚的に画成される、水平に広がる領域４７１および４７２に分割
されて示される。水平領域４７１および４７２は、トゥ端部１８０の付近からヒール端部
１９０の付近にかけて、および／または上部レール１８２の付近からソール１９２の付近
にかけての溝４３２の水平断面プロファイルでの変化を画成することができる。溝の水平
断面プロファイルは、溝のある区域の長さ、深さ、幅、断面形状、および／または構造材
料などの溝の長さ４９３に沿った溝の任意の特性を指し示すことができる。図１３～図１
７の例では、溝４２０は、溝４２０の長さ４９３を画成する第１の垂直壁４５０および第
２の垂直壁４５２を含む。各溝４２０は、溝４２０の深さを画成する底面４５４を有する
。各溝の深さは、領域４７１および４７２の溝４２０の断面プロファイルに従って第１の
壁４５０から第２の壁４５２にかけて変わることができる。各溝４２０は、溝４２０の垂
直の境界を画成する第１の水平壁４５６および第２の水平壁４５８も含む。第１の水平壁
４５６と第２の水平壁４５８の間の距離は溝４２０の幅４８０を画成する。幅４８０は、
図３８～図４５の例に示されるように第１の垂直壁４５０から第２の垂直壁４５２にかけ
て変わることができる。しかし、図１３～図１７の例では、第１の水平壁４５６および第
２の水平壁４５８は、概ね平行であり、概ね一定の幅４８０を画成する。
【００２３】
　図１５を参照すると、領域４７１の底面４５４が直線的なプロファイルを有し、下方に
傾斜している。溝４５０は、中央の垂直軸ｙを中心に対称である。したがって、領域４７
２の底面４５４は、同様の直線的なプロファイルを有し、領域４７１の底面４５４と同様
に下方に傾斜する。したがって、溝４２０の深さは、第１の壁４５２および第２の壁４５
４の深さ４８２から溝４２０の中央の深さ４８４にかけて次第に増加する。深さ４８４は
、溝４２０の最も深い部分を表し、それは溝４２０の中心にあってもよい。
【００２４】
　図１５～図１７を参照すると、溝４２０の全体的な断面プロファイルが上部レール１８
２からソール１９０にかけて依然として概ね同様であり得る。しかし、各溝４２０の領域
４７１および４７２の長さ、および／または深さを含む断面プロファイルは、上部レール
１８２からソール１９２にかけて漸進的に変わってもよい。たとえば、溝４３８の領域４
７１および４７２は、溝３３２の領域４７１および４７２よりもそれぞれ長さが短くなっ
ている。同様に、溝４４４の領域４７１および４７１は、溝４３８の領域４７１および４
７２よりもそれぞれ長さが短くなっている。別の例では、溝４３８の領域４７１および４
７２は、溝４３２の領域４７１および４７２よりもそれぞれ深さが小さくてもよい。同様
に、溝４４４の領域４７１および４７２は、溝４３８の領域４７１および４７２よりもそ
れぞれ深さが小さくてもよい。
【００２５】
　上部レール１８２から打球面４１２の中心にかけて溝４２２～４３２の領域４７１およ
び４７２の長さ、深さ、および／または幅が漸進的に増加すること、および／または打球
面４１２の中心からソール１９２にかけて溝４３２～４４４の領域４７１および４７２の
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大きさが減少することにより、中央の打撃ゾーン４６０（図１３に示される）が形成され
る。領域４７１および４７２は、打球面４１２の中央で最大の長さを有し、上部レール１
８２およびソール１９２に向かって長さが漸進的に減少してもよい。領域４７１および４
７２の長さは打球面４１２上の溝４２０の位置に応じて変わるが、各溝４２０の同様の領
域の深さは同様であるか、または異なり得る。たとえば、溝４４４の最大深さは、溝４３
２の最大深さと同様であり得る。あるいは、溝４２２～４４４の深さは、溝４２０の打球
面４１２上の位置に基づいて変わってもよい。あるいは、溝４２２～４４４の深さは、上
部レール１８２からソールにかけて任意に変わってもよい。上記の例は特定の数の水平領
域を説明し得るが、本明細書に記載された製造の装置、方法、および製品はより多くの、
またはより少ない水平領域を含んでいてもよい。
【００２６】
　図１８に示す別の例では、打球面５１２が溝５２０を含む（溝５２２～５４４として具
体的に示される）。打球面５１２は、パターフェース１１０の一体の部分であるか、また
はパターフェース１１０に取り付けられた別個の部片とすることができる。したがって、
打球面５１２を述べる場合、パター１００およびパターヘッド１０２の部分は、上記に述
べた同じ参照番号によって参照される。
【００２７】
　図１９は、溝５３２の概略図を示し、図２０は図１８の断面線２０－２０での溝５３２
の水平断面を示す。溝５３２は、溝５３２の境界線および溝５３２の中心の垂直線によっ
て図１８および図１９に視覚的に画成される、水平に広がる領域５７１および５７２に分
割されて示される。水平領域５７１および５７２は、トゥ端部１８０の付近からヒール端
部１９０の付近にかけて、および／または上部レール１８２の付近からソール１９２の付
近にかけての溝５３２の水平断面プロファイルでの変化を画成することができる。溝の水
平断面プロファイルは、溝のある区域の長さ、深さ、幅、断面形状、および／または構造
材料などの溝の長さ５９３に沿った溝の任意の特性を指し示すことができる。図１８～図
２２の例では、溝５２０は、溝５２０の長さ５９３を画成する第１の垂直壁５５０および
第２の垂直壁５５２を含む。各溝５２０は、溝５２０の深さを画成する底面５５４を有す
る。各溝の深さは、領域５７１および５７２の溝５２０の断面プロファイルに従って第１
の壁５５０から第２の壁５５２にかけて変わることができる。各溝５２０は、溝５２０の
垂直の境界を画成する第１の水平壁５５６および第２の水平壁５５８も含む。第１の水平
壁５５６と第２の水平壁５５８の間の距離は溝５２０の幅５８０を画成する。幅５８０は
、図３８～図４５の例に示されるように第１の垂直壁５５０から第２の垂直壁５５２にか
けて変わることができる。しかし、図１８～図２２の例では、第１の水平壁５５６および
第２の水平壁５５８は、概ね平行であり、概ね一定の幅５８０を画成する。
【００２８】
　図２０を参照すると、領域５７１の底面５５４が直線的なプロファイルを有し、下方に
傾斜している。領域５７２の底面５５４も直線的なプロファイルを有し、下方に傾斜して
いる。しかし、第２の壁５５２は第１の壁５５０よりも長いので、領域５７２の底面５５
４は領域５７１の底面５５４よりも小さな傾斜を有する。したがって、この例の溝５５０
は、垂直中心軸ｙを中心に非対称である。したがって、溝２５０は、第１の壁５５０によ
って画成された第１の深さ５８２、第２の壁５５２によって画成された第２の深さ５８４
、および中心の深さ５８６を有し、領域５７１および５７２の下方に傾斜した底面５５４
に従って、中心の深さ５８６には深さ５８２および５８４からそれぞれ次第に達する。中
心の深さ５８６は、溝５２０の任意の最も深い部分の深さとすることができる。
【００２９】
　図２０～図２２を参照すると、溝５２０の全体的な断面プロファイルが上部レール１８
２からソール１９０にかけて依然として概ね同様であり得る。しかし、各溝５２０の領域
５７１および５７２の長さ、幅、および／または深さを含む断面プロファイルは、上部レ
ール１８２からソール１９２にかけて漸進的に変わってもよい。図２１および図２２では
、溝５３８および５４４の水平断面がそれぞれ示される。たとえば、溝５３８の領域５７
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１および５７２は、溝５３２の領域５７１および５７２よりもそれぞれ長さが短くなって
いる。同様に、溝５４４の領域５７１および５７２は、溝５３８の領域５７１および５７
２よりもそれぞれ長さが短くなっている。別の例では、溝５３８の領域５７１および５７
２は、溝５３２の領域５７１および５７２よりもそれぞれ深さが小さくてもよい。同様に
、溝５４４の領域５７１および５７２は、溝５３８の領域５７１および５７２よりもそれ
ぞれ深さが小さくてもよい。
【００３０】
　上部レール１８２から打球面５１２の中心にかけて溝５２２～５３２の領域５７１およ
び５７２の長さ、深さ、および／または幅が漸進的に増加すること、および／または打球
面５１２の中心からソール１９２にかけて溝５３２～５４４の領域５７１および５７２の
大きさが減少することにより、中央の打撃ゾーン５６０（図１８に示される）が形成され
る。領域５７１および５７２は、打球面５１２の中央で最大の長さを有し、上部レール１
８２およびソール１９２に向かって長さが漸進的に減少してもよい。領域５７１および５
７２の長さは打球面５１２上の溝５２０の位置に応じて変わるが、各溝５２０の同様の領
域の深さは同様であるか、または異なり得る。たとえば、溝５４４の最大深さは、溝５３
２の最大深さと同様であり得る。あるいは、溝５２２～５４４の深さは、打球面５１２上
の溝５２０の位置に基づいて変わってもよい。あるいは、溝５２２～５４４の深さは、上
部レール１８２からソールにかけて任意に変わってもよい。上記の例は特定の数の水平領
域を説明し得るが、本明細書に記載された製造の装置、方法、および製品はより多くの、
またはより少ない水平領域を含んでいてもよい。
【００３１】
　上記に述べた溝２２０、３２０，４２０、および５２０は、パター１００で使用するた
めの溝の水平断面プロファイルの４つの例を示す。水平断面プロファイルのその他の例が
図２９～図３７に示され、各溝は、長さ５９０、第１の深さ５９１、第２の深さ５９２、
および／または第３の深さ５９３を有することができる。溝は任意の数の水平領域によっ
て定義することができ、任意の１つまたは複数の領域は同様の特徴または異なる特徴を有
することができる。たとえば、ｙ軸を中心に対称または非対称とすることができる溝は、
トゥ端部１８０からヒール端部１９０にかけて同様の、または様々な深さを画成する直線
的および非直線的な形状の複雑な組合せを伴う底面を有することができる。そのような溝
は多数の水平領域によって示すことができ、そこで各領域は１つまたは複数の示された複
雑な形状を画成する。したがって、上記に述べた水平領域の数、配置、大きさ、およびそ
の他の特徴は、本開示による溝の断面プロファイルを決して限定するものではない。
【００３２】
　上記の例では、各対応する打球面上の溝は、同様の形状を有する。しかし、打球面上の
溝は、異なる形状を有することができる。たとえば、打球面は溝２２０および３２０の組
合せを含むことができる。別の例では、打球面は溝４２０および５２０の組合せを含むこ
とができる。したがって、溝の断面プロファイルの任意の組合せを打球面上に使用して、
パターに特定の打球特性を与えてもよい。
【００３３】
　溝の水平断面プロファイルは、次第に、かつ比例的に上部レール１８２から打球面の中
心にかけて変わってもよく、打球面の中心からソール１９２にかけて漸進的に変わっても
よい。示したように漸進的に変わることにより、上部レール１８２およびソール１９２の
付近よりも打球面の中心で大きな打球ゾーンを画成することができる。さらに、溝の水平
断面プロファイルが示したように漸進的に変化することによって、打球面の中心および打
球面の中心の周りで上部レール１８２およびソール１９２の付近の溝よりも長く深い溝断
面を有する溝が提供される。しかし、上記に述べた溝の漸進変化は、例示的なものであり
、その他の漸進変化スキームを使用して、特定の打球特性を打球面の様々な部分に与えて
もよい。
【００３４】
　図２３を参照すると、別の例による打球面６１２が溝６２０を有して示される。図２４
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～図２６は、図２３の断面線２４－２４から見た溝６２０の垂直断面形状を示す。図２４
では、溝６２０の垂直断面形状は箱形、矩形、または方形である。図２５では、溝６２０
の垂直断面形状はＶ字形である。図２６では、溝６２０の垂直断面形状はＵ字形である。
図２４～図２６の垂直断面溝形状は、本開示による任意の溝に適用可能である。たとえば
、溝２２０の垂直断面形状は、図２４の溝６２０に従って矩形または方形とすることがで
きる。別の例では、溝６２０の垂直断面形状は、図２５の溝６２０に従ってＶ字形とする
ことができる。さらに、溝の垂直断面形状は、トゥ端部１８０からヒール端部１９０にか
けて変わることができる。たとえば、図４および図５を参照すると、溝２２０は、領域２
７１および２７５で方形または矩形の垂直断面形状、領域２７１および２７４でＵ字形の
垂直断面形状、および領域２７３でＶ字形の垂直断面形状を有することができる。さらに
、溝の垂直断面形状も上部レール１８２からヒール端部１９０にかけて変わることができ
る。たとえば、上部レール１８２およびソール１９２の付近の溝は、方形の垂直断面形状
を有することができ、クラブフェースの中心の溝はＵ字形の垂直断面形状を有することが
できる。
【００３５】
　上記の例のパターの打球面は、上部レール１８２からソール１９２にかけて溝を有して
示される。しかし、打球面はより多くの、またはより少ない溝を有するか、あるいは溝を
備えていない区域を有することができる。たとえば、打球面は打球面の中心区域にいくつ
かの溝を有し、上部レール１８２またはソール１９２の付近の区域には溝を備えていなく
てもよい。
【００３６】
　溝は、打球面を横切って水平に延在することには限定されない。打球面は上記に述べた
ように深さが変わる垂直の溝、あるいは変化する水平および／または垂直の断面プロファ
イルを備える垂直の溝と水平の溝の組合せを有することができる。溝の向きは、マトリク
ス様の打球面がパターに設けられるようなものであってもよい。
【００３７】
　図２７を参照すると、溝７２０を有する打球面７１２が３つの部分に水平に分割されて
もよく、それはトゥ部分７８０、中央部分７８５、およびヒール部分７９０である。打球
面７１２は、上記に述べた打球面２１２および３１２と同様とすることができる。したが
って、溝７２０はそれぞれ上記に述べた溝２２０および３２０と同様の領域２７１～２７
５、および３７１～３７５を有する。上記に述べた３つの部分は、打球面７１２を水平に
分割し、上部レール１８２からソール１９２にかけて垂直に広がる。トゥ部分７８０は、
トゥ端部１８０の付近にあり、ヒール部分７９０はヒール端部１９０の付近にあり、中央
部分７８５はトゥ部分７８０とヒール部分７９０の間にある。様々な例によれば、トゥ部
分７８０およびヒール部分７９０の溝７２０の深さは、中央部分７８５の溝７２０の深さ
よりも大きくなくてもよい。１つの例では、トゥ端部１８０の最も近くか、またはヒール
端部１９０の最も近くにある溝７２０の最も浅い深さは、約０．００３インチとすること
ができる。中央部分７８５またはその付近で、溝７２０の深さが、上記に述べたように約
０．０１７インチの深さに増加することができる。可変の深さは、少なくとも０．０２０
インチであるが０．０２２インチ未満である深さを有する部分を含むことができる。可変
の幅は、少なくとも０．０３５インチであるが０．０３７インチ未満である幅を有する部
分を含むことができる。
【００３８】
　図２８を参照すると、打球面７１２は３つの部分に垂直に分割され、それは上部レール
部分７８２、中間部分７８６、およびソール部分７９２である。これらの部分は、打球面
７１２を垂直に分割し、トゥ端部１８０からヒール端部１９０にかけて水平に広がる。上
部レール部分７８２は、上部レール１８２の付近にあり、ソール部分７９２はソール１９
２の付近にあり、中間部分７８６は上部レール部分７８２とソール部分７９２の間にある
。溝７２０の最深部分の長さは、上部レール部分７８２から中間部分７８６にかけて、お
よび中間部分７８６からソール部分７９２にかけて変わることができる。たとえば、上記
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に述べた例に対して、溝の最深部分の長さは、上部レール部分７８２とソール部分７９２
の間の中央に近接して配置された溝７２０を指し示すことができる。図２７および図２８
に示されるように、溝７１０の長さは、中間部分７８６で最も大きくなり、上部レール部
分７８２に向かって、またソール部分７９２に向かって次第に減少することができる。
【００３９】
　図２９～図３７は、本開示による異なる溝の水平断面プロファイルの例を示す。上記の
例では、溝２２０、３２０，４２０、および５２０の幅は矩形のプロファイルを有して示
される。しかし、本開示による溝は、図３８～図４５の例によって示される異なる幅プロ
ファイルを有することができる。したがって、本開示による溝は任意の水平断面プロファ
イル、垂直断面プロファイル、幅プロファイル、および／または深さプロファイルを有す
ることができる。
【００４０】
　溝の長さ、深さ、幅、および／または断面形状での変化を含む溝の断面プロファイルは
、球速、コントロール、および／またはスピンに影響を与える可能性がある。開示された
可変の深さの溝は、パターフェースによって打撃された後の球速の一貫性を、プラスチッ
クパターフェースインサートよりも約５０％、また非溝加工アルミニウムパターフェース
インサートよりも約４０％向上させることができる。本開示による溝を有するパターによ
って球を打撃することにより、（１）球速がより低くなり、それによって球の転がり距離
が減少する可能性があり、（２）ヒール・ショットおよびトゥ・ショットがセンター・ヒ
ットと比べて球速が低下し、球の転がり距離も短くなる可能性があり、（３）ハンディキ
ャップの比較的低い競技者、および比較的高い競技者がパターフェースの異なる位置で球
を打撃することを可能にする（ハンディキャップのより高い競技者は打球面のより低いと
ころで打撃する傾向にあり、ハンディキャップのより低い競技者は打球面のより高いとこ
ろで打撃する傾向にある。また、ハンディキャップの比較的高い競技者はより広い打撃位
置の範囲を有する可能性があり、それに対してハンディキャップの比較的低い競技者はよ
り狭い打撃位置の範囲を有する可能性があり、および／または（４）溝が面の中央にある
パターフェースはセンター・ショットに対して球速／転がり距離が減少する可能性があり
、それによってセンター・ショット／ヒール・ショット／トゥ・ショットに対する球速／
転がり距離がより一貫性のあるものになる可能性がある。
【００４１】
　図４６を参照すると、可変の断面プロファイルの溝を有するパターフェース８１０の別
の例が示されている。パターフェース８１０は、１４個の溝を有して示され、トゥ端部１
８０の付近の溝８２２～８２８、パターフェース８１０の中央にある溝８３０～８４０、
およびヒール端部１９０の付近にある溝８４２～８４８に分類される。この例では、より
目立つ溝がパターフェース８１０の中央に配置され、より目立たない溝が中央の周辺部に
ある。より目立つ溝はより目立たない溝と比べて深さおよび／または幅がより大きい溝を
指し示すことができる。図４６に示されるように、溝８３２～８３８は、パターフェース
８１０上の残りの溝よりも目立っていてもよい。さらに、パターフェース８１０の部分は
溝がないものであってもよい。これらの部分は参照番号８５０で参照される。
【００４２】
　図４７を参照すると、可変の断面プロファイルの溝を有するパターフェース９１０の別
の例が示されている。パターフェース９１０は、１０個の溝９２２～９４０を有して示さ
れる。各溝の長さは、上部レール１８２からソール１９０にかけて漸進的に増加する。各
溝９２２～９４０または溝の集合９２２～９４０は異なる垂直断面形状を有していてもよ
い。たとえば、溝９２２～９３０は箱形の垂直断面を有して示されるが、溝９３２～９４
０は、Ｖ字形垂直断面を有して示される。
【００４３】
　図４８を参照すると、別の実施形態による溝９２２の水平断面が示されている。溝９２
２の底面９５４が、溝の縁９５０および９５２から溝９２２の最大深さ９５１にかけて次
第に後退して示される。本開示による任意の溝が溝９２２と同じ水平断面形状を有するこ
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とができる。本開示による任意の溝が同じ深さ９５１を有することができる。しかし、深
さ９５１は溝の長さが減少するにつれて比例して減少され得る。
【００４４】
　図４９に示される別の例では、打球面１０１２が溝１２２０（溝１２２２～１２５６と
して具体的に示される）を含むことができる。打球面１０１２は、パター１００で使用す
るためのものとすることができる。したがって、パター１００およびパターヘッド１０２
の部分は上記に示されたものと同じ参照番号で参照される。溝は、本開示による任意の断
面形状、長さ、および幅を有することができる。
【００４５】
　図４９を参照すると、別の例による溝１２２０を有する打球面１０１２の側断面図が示
されている。打球面１０１２は、溝１２２０に対して２つの部分に分割され得る。打球面
１０１２は、上部レール部分１２８２、およびソール部分１２８６を含むことができる。
上部レール部分１２８２およびソール部分１２８６は、打球面１０１２を垂直に分割し、
トゥ端部１８０からヒール端部１９０にかけて水平に広がる。上部レール部分１２８２は
、概して、中心線１２８４によって表される打球面１０１２の中央部分から上部レール１
８２の付近にかけて延在し、溝１２２２を含むことができる。ソール部分１２８６は、概
して、ソール１９２の付近から中央部分１２８４にかけて延在し、溝１２２４を含むこと
ができる。ソール部分１２８６の溝１２２４は、１つまたは複数の位置で各溝１２２４に
沿って上部レール部分１２８２の溝１２２２よりも大きな深さを有することができる。上
部レール部分１２８２でより浅い溝１２２２を有することにより、パターにより打撃され
た後でゴルフ・ボールが前方に転がる速度が増加し、それによってより一貫して円滑な球
の転がりが提供される。あるいは、溝１２２０の深さは、１つまたは複数の溝のステップ
で中央部分１２８４から上部レール１８２（図示せず）にかけて漸進的に減少することが
できる。別の例では、対の溝の深さは中央部分１２８４から上部レール１８２（図示せず
）にかけて漸進的に減少することができる。したがって、ソール１９２から上部レール１
８２にかけて溝の深さが減少することは、各溝、対の溝、または様々な集合の溝に対する
ものであってもよい。
【００４６】
　図５０を参照すると、ソール部分１２８６の溝１２２４は、１つまたは複数の位置で各
溝１２２４に沿って上部レール部分１２８２の溝１２２２よりも小さな深さを有すること
ができる。あるいは、溝１２２０の深さは、１つまたは複数の溝のステップで中央部分１
２８４および／またはソール１９２から上部レール１８２（図示せず）にかけて漸進的に
増加することができる。別の例では、対の溝の深さは中央部分１２８４および／またはソ
ール１９２から上部レール１８２（図示せず）にかけて漸進的に増加することができる。
したがって、中央部分１２８４および／またはソール１９２から上部レール１８２にかけ
て溝の深さが増加することは、各溝、対の溝、または様々な集合の溝に対するものであっ
てもよい。
【００４７】
　図５１および図５２は、本開示によるその他の例を示す。図５１を参照すると、パター
ヘッド１３００が、複数の水平の溝１３２０および垂直の溝１３２２を有する打球面１３
１２を含む。各溝１３２０および１３２２は、トゥ端部１３８０からヒール端部１３９０
の付近にかけて、および／または上部レール１３８２からソール１３９２にかけての可変
の断面プロファイル、深さプロファイル、幅プロファイル、長さプロファイル、および／
またはその他の溝の特徴など、別の溝と比べて異なる構成を有することができる。たとえ
ば、水平の溝１３２０の深さは、１つまたは複数の溝のステップで上部レール１３８２か
らソール１３８６にかけて漸進的に増加することができる。本明細書に記載された製造の
装置、方法、および製品は、この点において限定されるものではない。
【００４８】
　図５２を参照すると、パターヘッド１４００は、複数の第１の対角の溝１４２０および
第２の対角の溝１４２２を有する打球面１４１２を含む。第１の対角の溝１４２０は、概
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して互いに平行とすることができる。第２の対角の溝１４２２は、概して互いに平行とす
ることができる。第１の対角の溝１４２０および第２の対角の溝１４２２は、図５２に示
されるように互いに横断することができる。たとえば、第１の対角の溝１４２０は、第２
の対角の溝１４２２と３０°、４５°、６０°、または９０°で交差することができる。
各溝１４２０および１４２２は、トゥ端部１４８０からヒール端部１４９０の付近にかけ
て、および／または上部レール１４８２からソール１４９２にかけての可変の断面プロフ
ァイル、深さプロファイル、幅プロファイル、長さプロファイル、および／またはその他
の溝の特徴など、別の溝と比べて異なる構成を有することができる。たとえば、第１の対
角の溝１４２０の深さは、１つまたは複数の溝のステップで上部レール１４８２からソー
ル１４８６にかけて漸進的に増加することができる。本明細書に記載された製造の装置、
方法、および製品は、この点において限定されるものではない。
【００４９】
　図５２を参照すると、１つの例によるゴルフクラブヘッドを製造する方法２０００が示
されている。方法２０００は、トゥ端部、ヒール端部、上部レール、およびソールによっ
て画成されるゴルフクラブフェース（ブロック２００２）を形成することを含む。ゴルフ
クラブフェースはゴルフクラブヘッドと共に形成されてもよく、それによってゴルフクラ
ブヘッドおよびゴルフクラブフェースが一体の連続した部分になる。あるいは、ゴルフク
ラブヘッドおよびゴルフクラブフェースは別個に形成されてもよい。次いで、ゴルフクラ
ブフェースは、接着剤、テープ、溶接、はんだ付け、留め具、および／またはその他の適
切な方法およびデバイスを使用することによってゴルフクラブフェースに取り付けられ得
る。ゴルフクラブヘッドおよび／またはゴルフクラブフェースは任意の材料から製造され
得る。たとえば、ゴルフクラブヘッドおよび／またはゴルフクラブフェースは、チタン、
チタン合金、その他のチタンベースの材料、鋼、アルミニウム、アルミニウム合金、その
他の金属、金属合金、プラスチック、木、複合材料、またはその他の適切なタイプの材料
から作製され得る。ゴルフクラブヘッドおよび／またはゴルフクラブフェースは、スタン
ピング（すなわち機械プレスまたはスタンピングプレス、板抜き、エンボス加工、曲げ加
工、フランジング、またはコイニング、鋳造、を使用した打抜き）、射出成形、鍛造、機
械加工、またはそれらの組合せ、金属、プラスチック、および／または複合部品を製造す
るために使用されるその他の工程、ならびに／あるいはその他の適切な工程などの様々な
工程を使用して形成され得る。１つの例では、パターヘッドを製造する場合、パターフェ
ースおよび／または打球面の材料は、パターフェースにある打球および転がりの特徴を与
えるように決定され得る。別の例では、打球面２１２がパターフェース１１０とは別個に
なり、パターフェース１１０上の対応して形成された窪みに挿入され、取り付けられる場
合、打球面２１２はパターフェース１１０よりも軽い材料から構成され、パターの全体的
な重量を概して低減することができる。
【００５０】
　方法２０００によれば、溝は上部レールとソールの間でクラブフェースおよび／または
クラブヘッドに形成され、それによって各溝がトゥ端部とヒール端部の間に延在し、溝の
深さは上部レールとソールの間に延在する方向、およびヒール端部とトゥ端部の間に延在
する方向において変わる（ブロック２００４）。溝は、鋳造、鍛造、機械加工、スピン・
フライス加工（ｓｐｉｎ　ｍｉｌｌｅｄ）、および／またはその他の適切な工程などの様
々な工程を使用して形成され得る。溝の垂直断面形状は、溝が製造される方法に応じたも
のであってよい。たとえば、溝を機械加工する場合の切削ビットのタイプは、溝の垂直断
面形状を決定することができる。溝の垂直断面形状は上記に述べた例のように対称とする
ことができ、または非対称とすることができる（図示せず）。１つの例では、溝の幅は、
０．０３２インチとすることができ、それは切削ビットの幅とすることができる。したが
って、溝を機械加工する場合、切削ビットの形状および寸法は溝の形状および寸法を決定
することができる。
【００５１】
　溝は、打球面をスピン・フライス加工し、または溝を打球面にスタンピングまたは鍛造
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することによって製造され得る。溝は、パターヘッドに製造され、上記に述べたような打
球面をパターヘッドに直接的に形成してもよい。溝は、溝をパターヘッドにプレス成形す
ることによって製造されてもよい。たとえば、プレスによってパターヘッド上の材料を変
形および／または移動させて溝を形成することができる。溝は、フライス工具の回転軸が
パターフェースに垂直であるフライス加工工程によって製造されてもよい。フライス工具
の回転軸は、パターフェースに垂直以外の角度で配向されてもよい。溝は、円滑に切り通
された１つの材料を重ね合わせてベースのまたは堅固な材料に貫通溝を形成することによ
って製造されてもよい。溝は、パターフェース材料をレーザおよび／または熱エッチング
、または浸食することによって製造されてもよい。溝は、フォトマスクを使用してパター
フェース材料を化学的に浸食することによって製造されてもよい。溝は、ワックスまたは
石油化学物質などの化学マスクを使用してパターフェース材料を電気／化学浸食すること
によって製造されてもよい。溝は、砂などの研磨材料の担持媒体として空気または水を使
用して面材料を研磨することによって製造されてもよい。上記に論じた方法の任意の１つ
または組合せがパターヘッド上に溝の１つまたは複数を製造するために使用され得る。さ
らに、任意の材料に窪みを形成するために使用されるその他の方法を使用して溝を製造す
ることができる。
【００５２】
　ゴルフの規則は時折変わる可能性がある（たとえば、ゴルフ基準機構および／または運
営団体によって新しい規定が採用される可能性があり、以前の規則が除外または修正され
る可能性がある）ので、本明細書に記載された製造の方法、装置、および／または製品に
関連するゴルフ用具は、いかなる特定の時にも、ゴルフの規則に準拠するものでも準拠し
ないものでもよい。したがって、本明細書に記載された製造の方法、装置、および／また
は製品に関連するゴルフ用具は、適合または非適合のゴルフ用具として広告され、販売に
供され、および／または売却され得る。本明細書に記載された製造の方法、装置、および
／または製品は、この点において限定されるものではない。
【００５３】
　特定の作業の順について上記で述べたが、これらの作業はその他の時系列で行われても
よい。たとえば、上記に述べた２つ以上の作業は順次に、並行して、または同時に行われ
てもよい。あるいは、２つ以上の作業が逆の順で行われてもよい。さらに、上記に述べた
１つまたは複数の作業は全く行われなくてもよい。本明細書に記載された製造の装置、方
法、および製品は、この点において限定されるものではない。
【００５４】
　本発明について様々な態様と関連して述べたが、本発明はさらなる修正が可能であるこ
とが理解されるであろう。本出願では、概して、本発明の原理に従い、かつ本発明が関係
する当分野で知られている慣例的な行いの範囲内で生じるような本開示からの逸脱を含む
、本発明の任意の変更、使用または適合を包含することが意図されている。
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【手続補正書】
【提出日】平成28年11月21日(2016.11.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ゴルフクラブヘッドであって、
　トゥ端部、ヒール端部、上部レール及びソールによって画成されるクラブフェースと、
　前記上部レールと前記ソールの間の前記クラブフェース上に設けられている複数の溝で
あって、前記溝のそれぞれが前記トゥ端部と前記ヒール端部の間を延在するとともに第１
の水平壁及び第２の水平壁を有する、複数の溝と、を備え、
　前記複数の溝のそれぞれの前記第１の水平壁と前記第２の水平壁の間の距離が幅を画成
しており、
　前記複数の溝のそれぞれの前記幅が、前記ヒール端部と前記トゥ端部の間に延在する方
向において変化する、ゴルフクラブヘッド。
【請求項２】
　前記複数の溝の深さが、前記ヒール端部と前記トゥ端部の間に延在する方向において変
化する、請求項１に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項３】
　前記複数の溝の深さが、前記上部レールと前記ソールの間に延在する方向において前記
複数の溝の間で変化する、請求項１に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項４】
　前記複数の溝の深さが、前記上部レールから前記クラブフェースの中心に向かう方向に
おいて前記複数の溝の間で増加する、請求項１に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項５】
　前記複数の溝の深さが、前記上部レールから前記ソールに向かう方向において前記複数
の溝の間で増加する、請求項１に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項６】
　前記複数の溝の深さが、前記ヒール端部から前記クラブフェースの中心に向かう方向に
おいて増加する、請求項１に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項７】
　前記複数の溝の深さが、前記トゥ端部から前記クラブフェースの中心に向かう方向にお
いて増加する、請求項１に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項８】
　前記複数の溝の長さが、前記上部レールと前記ソールの間に延在する方向において前記
複数の溝の間で変化する、請求項１に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項９】
　前記複数の溝の長さが、前記上部レールから前記クラブフェースの中心に向けて前記複
数の溝の間で増加し、前記クラブフェースの中心から前記ソールに向けて前記複数の溝の
間で減少する、請求項１に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項１０】
　前記複数の溝の長さが、前記上部レールから前記ソールに向けて前記複数の溝の間で減
少する、請求項１に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項１１】
　ゴルフクラブヘッドを製造する方法であって、
　トゥ端部、ヒール端部、上部レール及びソールによって画成されるクラブフェースを形
成する工程と、
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　前記上部レールと前記ソールの間の前記クラブフェース上に複数の溝を形成する工程で
あって、それによって溝のそれぞれが前記トゥ端部と前記ヒール端部の間に延在するとと
もに第１の水平壁及び第２の水平壁を有する、工程と、を備え、
　前記複数の溝のそれぞれの前記第１の水平壁と前記第２の水平壁の間の距離が幅を画成
しており、
　前記複数の溝のそれぞれの前記幅が、前記ヒール端部と前記トゥ端部の間に延在する方
向において変化する、方法。
【請求項１２】
　前記複数の溝を形成する工程は、前記複数の溝の深さが前記ヒール端部と前記トゥ端部
の間に延在する方向において変化するように、前記複数の溝を形成することを有する、請
求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記複数の溝を形成する工程は、前記複数の溝の深さが前記上部レールと前記ソールの
間に延在する方向において前記複数の溝の間で変化するように、前記複数の溝を形成する
ことを有する、請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記複数の溝を形成する工程は、前記複数の溝の深さが前記上部レールから前記クラブ
フェースの中心に向かう方向において前記複数の溝の間で増加するように、前記複数の溝
を形成することを有する、請求項１１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記複数の溝を形成する工程は、前記複数の溝の深さが前記上部レールから前記ソール
に向かう方向において前記複数の溝の間で増加するように、前記複数の溝を形成すること
を有する、請求項１１に記載の方法。
【請求項１６】
　前記複数の溝を形成する工程は、前記複数の溝の深さが前記ヒール端部から前記クラブ
フェースの中心に向かう方向において増加するように、前記複数の溝を形成することを有
する、請求項１１に記載の方法。
【請求項１７】
　前記複数の溝を形成する工程は、前記複数の溝の深さが前記トゥ端部から前記クラブフ
ェースの中心に向かう方向において増加するように、前記複数の溝を形成することを有す
る、請求項１１に記載の方法。
【請求項１８】
　前記複数の溝を形成する工程は、前記複数の溝の長さが前記上部レールと前記ソールの
間に延在する方向において前記複数の溝の間で変化するように、前記複数の溝を形成する
ことを有する、請求項１１に記載の方法。
【請求項１９】
　前記複数の溝を形成する工程は、前記複数の溝の長さが前記上部レールから前記クラブ
フェースの中心に向かう方向において前記複数の溝の間で増加し、前記クラブフェースの
中心から前記ソールに向けて前記複数の溝の間で減少するように、前記複数の溝を形成す
ることを有する、請求項１１に記載の方法。
【請求項２０】
　前記複数の溝を形成する工程は、前記複数の溝の長さが前記上部レールから前記ソール
に向けて前記複数の溝の間で減少するように、前記複数の溝を形成することを有する、請
求項１１に記載の方法。
 
 



(23) JP 2017-60812 A 2017.3.30

10

フロントページの続き

(72)発明者  ウッド　ポール　ディ．
            アメリカ合衆国　８５０２９　アリゾナ州，　フェニックス，　ウエスト　デザート　コウブ　２
            ２０１
(72)発明者  シュバイガート　ブラドリー　ディ．
            アメリカ合衆国　８５０２９　アリゾナ州，　フェニックス，　ウエスト　デザート　コウブ　２
            ２０１
(72)発明者  ワン　カルバン　エス．
            アメリカ合衆国　８５０２９　アリゾナ州，　フェニックス，　ウエスト　デザート　コウブ　２
            ２０１
Ｆターム(参考) 2C002 AA02  AA03  AA04  CH01 



(24) JP 2017-60812 A 2017.3.30

【外国語明細書】
2017060812000001.pdf
2017060812000002.pdf
2017060812000003.pdf
2017060812000004.pdf


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	written-amendment
	overflow
	foreign-language-body

